Kokubu Seigai\u27s Chinese poetry discussing current events and Masaoka Shiki\u27s new style poetry by 松葉 友惟
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一
．
水
害
を
テ
ー
マ
に
し
た
二
つ
の
詩
　
明
治
中
期
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
活
動
し
た
日
本
の
漢
詩
人
、
国
分
青
厓
（
一
八
五
七
‐
一
九
四
四
）
の
大
き
な
業
績
の
一
つ
に
、
新
聞
『
東
京
電
報
』、
『
日
本
』
や
雑
誌
『
日
本
及
日
本
人
』
の
「
評
林
」
欄
に
連
載
さ
れ
た
時
事
批
評
の
漢
詩
（
以
後
「
評
林
詩
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
評
林
詩
が
『
日
本
』
に
連
載
さ
れ
て
い
た
頃
、
青
厓
と
同
じ
く
『
日
本
』
の
発
行
元
で
あ
る
日
本
新
聞
社
に
勤
務
し
て
い
た
の
が
、
正
岡
子
規
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
両
者
の
影
響
関
係
、
特
に
青
厓
の
評
林
詩
と
子
規
の
新
体
詩
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
実
作
の
読
解
を
通
し
て
検
討
す
る
。
　
は
じ
め
に
、
青
厓
と
子
規
の
関
係
性
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
青
厓
は
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
二
月
か
ら
、
子
規
は
明
治
二
十
五
年
十
二
月
か
ら
、
陸
羯
南
主
宰
の
日
本
新
聞
社
に
勤
務
し
て
い
る
。
な
お
、
青
厓
は
『
日
本
』
の
前
身
で
あ
る
『
東
京
電
報
』
に
お
い
て
、
評
林
欄
の
始
ま
っ
た
明
治
二
十
一
年
八
月
よ
り
評
林
詩
を
連
載
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
明
治
二
十
五
年
に
は
入
社
前
の
子
規
が
、
青
厓
に
漢
詩
「
岐
蘇
雑
詩
」
の
刪
定
を
受
け
て
い
る
な
ど
、
青
厓
と
子
規
の
間
に
は
明
治
二
十
五
年
頃
か
ら
交
流
が
あ
り
、
か
つ
青
厓
を
詩
人
と
し
て
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
渡
部
勝
己
氏
、
加
藤
国
安
氏
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
既
に
示
さ
れ
て
い
る
）
1
（
。
子
規
が
新
体
詩
を
発
表
し
始
め
た
の
は
明
治
二
十
九
年
八
月
か
ら
な
の
で
、
そ
れ
以
前
か
ら
青
厓
と
の
交
流
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
子
規
の
新
体
詩
が
自
身
も
実
作
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
漢
詩
か
ら
大
き
く
影
響
を
う
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
先
行
研
究
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
西
幹
一
氏
が
「
子
規
が
依
拠
し
た
表
現
様
式
の
中
で
短
歌
、
俳
句
に
比
べ
て
長
く
、
よ
り
多
く
の
詩
想
を
盛
り
込
め
る
漢
詩
に
変
わ
る
も
の
と
し
て
の
新
体
詩
の
登
場
で
あ
る
）
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（
。」
と
既
に
指
摘
し
て
い
る
ほ
か
、
池
澤
一
郎
氏
も
「
日
清
戦
争
従
軍
後
、
吐
血
大
病
、
病
臥
の
後
に
は
、
す
で
に
自
在
た
ら
ん
と
し
て
い
た
押
韻
、
平
仄
、
対
句
を
組
み
立
て
る
根
気
が
磨
滅
す
る
。（
中
略
）
明
治
二
十
九
年
以
降
の
子
規
は
、
漢
詩
に
替
っ
て
、
新
体
詩
で
韻
文
に
よ
る
小
説
的
趣
向
の
構
築
を
行
う
仕
儀
と
な
り
）
3
（
」
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摘
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以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
子
規
の
新
体
詩
が
青
厓
の
評
林
詩
に
な
ん
ら
か
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
う
仮
説
が
生
じ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
の
仮
説
の
も
と
に
同
じ
「
水
害
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
扱
う
長
詩
で
あ
る
、
青
厓
の
評
林
詩
「
水
溢
衣
斐
川
（
水
衣
斐
川
に
溢
る
）」
と
、
子
規
の
新
体
詩
「
洪
水
」
と
を
比
較
検
討
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
製
作
・
発
表
時
期
と
発
表
媒
体
を
確
認
す
る
と
、
青
厓
の
「
水
溢
衣
斐
川
」
は
明
治
二
十
一
年
八
月
九
日
付
の
新
聞
『
東
京
電
報
』
附
録
の
評
林
欄
）
4
（
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
は
じ
め
で
あ
り
、
そ
の
後
明
治
三
十
年
に
青
厓
の
評
林
詩
集
『
詩
菫
狐
』（
明
治
書
院
、
一
八
九
七
年
）
に
「
変
成
海
」
と
題
名
を
変
え
て
収
録
さ
れ
て
い
る
）
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（
。
子
規
の
「
洪
水
」
は
明
治
二
十
九
年
十
一
月
刊
行
の
雑
誌
『
日
本
人
』
第
三
十
号
に
発
表
さ
れ
た
の
が
初
出
で
あ
る
。
製
作
時
期
と
し
て
は
青
厓
が
先
で
あ
り
、
次
い
で
子
規
と
い
う
順
に
な
る
。
ま
た
、
先
述
の
通
り
子
規
は
「
洪
水
」
発
表
以
前
の
明
治
二
十
五
年
頃
か
ら
国
分
青
厓
と
の
交
流
を
持
っ
て
い
る
。
子
規
は
「
洪
水
」
を
製
作
し
た
時
に
は
既
に
青
厓
の
評
林
詩
に
親
し
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
、
両
詩
を
比
較
す
る
こ
と
に
も
妥
当
性
が
あ
ろ
う
。
二
．
国
分
青
厓
「
水
溢
衣
斐
川
」
の
概
要
　
本
詩
は
、
明
治
二
十
一
年
七
月
二
十
九
日
に
発
生
し
た
揖
斐
川
の
洪
水
で
、
大
垣
地
方
が
甚
大
な
被
害
を
う
け
た
こ
と
に
つ
い
て
詠
む
も
の
で
あ
る
。『
東
京
電
報
』
を
確
認
す
る
限
り
で
は
、
こ
の
第
一
報
が
出
た
の
は
水
害
が
起
こ
っ
た
五
日
後
の
八
月
四
日
付
の
紙
面
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
ま
だ
詳
細
な
状
況
は
伝
え
ら
れ
ず
、「
大
垣
地
方
は
古
来
水
害
の
患
あ
る
地
方
に
て
同
地
の
人
民
は
水
難
を
避
く
る
に
頗
る
巧
者
な
る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
平
生
水
患
に
慣
れ
た
る
大
垣
人
民
も
溺
死
者
少
な
か
ら
ざ
る
由
」
と
、
例
年
の
水
害
以
上
の
被
害
だ
っ
た
こ
と
を
少
し
伝
え
る
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
八
月
七
日
に
は
「
大
垣
洪
水
の
惨
状
」
と
い
う
見
出
し
で
、「
大
垣
よ
り
去
る
一
日
出
発
に
て
帰
京
せ
し
人
」
の
話
を
引
用
し
て
被
害
の
詳
細
や
、
救
助
の
様
子
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
八
月
二
十
九
日
付
の
記
事
に
も
「
洪
水
後
大
垣
の
惨
状
」
と
し
て
「
近
日
同
地
方
を
親
し
く
見
分
し
た
る
社
友
某
氏
よ
り
の
書
簡
」
を
示
し
て
、
さ
ら
な
る
被
害
の
惨
状
を
伝
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
青
厓
が
本
詩
を
製
作
す
る
に
あ
た
っ
て
参
考
に
し
た
の
が
八
月
七
日
付
の
記
事
、
も
し
く
は
こ
の
記
事
に
出
て
き
た
状
況
提
供
者
の
話
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
詳
述
す
る
。
　
ま
ず
、
本
文
の
紹
介
と
語
釈
を
中
心
と
し
た
解
説
を
試
み
る
。
詩
の
本
文
は
以
下
の
通
り
。
な
お
、
新
聞
掲
載
時
に
は
こ
の
詩
に
訓
点
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
句
点
の
み
が
振
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
書
き
下
し
文
は
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
は
初
出
（『
東
京
電
報
』
明
治
二
十
九
年
八
月
九
日
）
に
拠
り
、
韻
字
に
は
二
重
傍
線
を
付
し
た
。
　
　
　
水
溢
衣
斐
川　
　
水
衣
斐
川
に
溢
る
１　
暴
雨
三
日
如
傾
盆　
　
暴
雨 
三
日 
盆
を
傾
く
る
が
ご
と
し
２　
城
中
戒
嚴
人
不
眠　
　
城
中 
戒
厳 
人
眠
ら
ず
３　
半
夜
警
鐘
遽
傳
警　
　
半
夜
の
警
鐘 
遽
に
警
を
伝
ふ
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岡
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４　
堤
壞
水
溢
衣
斐
川　
　
堤
壊
れ 
水
溢
る 
衣
斐
川
５　
老
弱
狼
狽
四
逃
竄　
　
老
弱 
狼
狽
し
て 
四
も
に
逃
竄
す
６　
有
似
戰
塵
生
眼
前　
　
戦
塵
の
眼
前
に
生
ず
る
に
似
た
る
有
り
７　
兄
失
弟
妹
父
失
子　
　
兄
は
弟
妹
を
失
ひ 
父
は
子
を
失
ふ
８　
號
天
叫
地
聲
悲
酸　
　
天
に
号
び 
地
に
叫
び 
声
悲
酸
な
り
９　
蕩
蕩
洪
水
滔
天
至　
　
蕩
蕩
た
る
洪
水 
天
に
滔
り
て
至
り
10　
懷
山
襄
陵
狐
兎
奔　
　
山
を
懐
き 
陵
を
襄
り 
狐
兎
奔
る
11　
庖
厨
圂
圊
不
可
別　
　
庖
厨 
圂
圊 
別
つ
べ
か
ら
ず
12　
忽
見
濁
浪
涵
欄
干　
　
忽
ち
見
る 
濁
浪
の
欄
干
を
涵
す
を
13　
倉
皇
避
水
攀
屋
上　
　
倉
皇
と
し
て
水
を
避
け
て
屋
上
に
攀
る
14　
皆
言
此
處
尤
安
全　
　
皆
言
う 
此
の
処
の
尤
も
安
全
な
り
と
15　
水
及
棟
梁
屋
亦
動　
　
水 
棟
梁
に
及
べ
ば 
屋
も
亦
た
動
き
16　
漂
搖
欲
與
波
掀
翻　
　
漂
揺
し
て 
波
と
与
に
掀
翻
せ
ん
と
欲
す
17　
前
者
躍
身
上
崖
樹　
　
前すす
む
者
は
身
を
躍
ら
せ 
上
崖
に
樹た
ち
18　
後
者
捕
足
空
中
懸　
　
後
る
る
者
は
足
を
捕
へ
ら
れ 
空
中
に
懸
く
19　
前
者
後
者
似
魚
貫　
　
前
者 
後
者 
魚
の
貫
か
る
る
に
似
た
り
20　
根
軽
枝
重
樹
倒
顚　
　
根
軽
く 
枝
重
く
し
て 
樹 
倒
顚
す
21　
水
面
浮
屍
手
堪
掬　
　
水
面
に 
屍
浮
か
び
て 
手 
掬
す
る
に
堪
へ
た
り
22　
肉
敗
骨
露
皮
猶
存　
　
肉
敗
れ 
骨
露
は
に
し
て 
皮 
猶
ほ
存
す
23　
失
穴
羣
蛇
聚
死
體　
　
穴
を
失
ふ
群
蛇 
死
体
に
聚
ま
り
24　
百
重
千
匝
藤
葛
纒　
　
百
重
千
匝 
藤
葛
の
ご
と
く
纒
は
る
25　
眼
見
桑
田
變
成
海　
　
眼
に
見
る 
桑
田 
変
じ
て
海
と
成
る
を
26　
昨
日
崇
嶺
今
深
淵　
　
昨
日 
崇
嶺 
今 
深
淵
27　
飛
甍
僅
露
天
守
閣　
　
飛
甍 
僅
か
に
露
は
る 
天
守
閣
28　
四
顧
白
浪
茫
無
邊　
　
四
顧
す
れ
ば 
白
浪 
茫
と
し
て
辺
無
し
29　
百
四
十
村
半
流
失　
　
百
四
十
村 
半
ば
流
出
し
30　
奇
災
如
此
誰
不
憐　
　
奇
災 
此
の
ご
と
き 
誰
か
憐
れ
ま
ざ
ら
ん
31　
巨
竈
炊
粥
賑
凍
餒　
　
巨
竈
に 
粥
を
炊
ぎ 
凍
餒
を
賑
は
し
32　
奔
走
救
溺
船
百
千　
　
奔
走
し
て 
溺
れ
た
る
を
救
ふ 
船
百
千
33　
都
門
人
士
只
温
飽　
　
都
門
の
人
士 
只 
温
飽
34　
不
問
歉
歳
與
豊
年　
　
問
は
ず 
歉
歳
と
豊
年
と
を
35　
青
樓
紅
燭
照
歌
舞　
　
青
楼
の
紅
燭 
歌
舞
を
照
ら
し
36　
日
夕
宴
飮
抛
萬
錢　
　
日
夕 
宴
飲
し 
万
銭
を
抛
つ
　
評
云
、
磐
梯
噴
火
、
天
震
地
踔
、
警
動
海
内
。
苟
有
産
者
、
捨
貨
捐
財
、
只
其
後
之
懼
。
而
大
垣
之
水
災
、
則
寂
如
不
聞
者
何
也
。
蓋
噴
火
則
數
十
年
或
數
百
年
而
一
有
之
。
洪
水
則
無
歳
無
之
。
然
自
災
害
之
大
而
言
、
其
間
未
始
有
軒
輊
、
救
恤
之
法
、
無
乃
失
權
衡
乎
。（
評
に
云
ふ
、
磐
梯
の
噴
火
、
天
震
へ
地
踔あが
り
、
海
内
を
警
動
す
。
苟
も
産
有
る
者
、
貨
を
捨
て
財
を
捐
つ
る
は
、
只
其
の
後
を
之これ
懼
る
れ
ば
な
り
。
而
も
、
大
垣
の
水
災
と
な
れ
ば
、
則
ち
寂
と
し
て
聞
か
ざ
る
が
ご
と
き
者
は
何
ぞ
や
。
蓋
し
噴
火
は
則
ち
数
十
年
、
或
ひ
は
数
百
年
に
し
て
一
た
び
之
有
り
。
洪
水
は
則
ち
歳
と
し
て
之
無
き
は
無
し
。
然
れ
ば
災
害
を
言
ふ
こ
と
の
大
な
る
は
、
其
の
間
未
だ
始
め
よ
り
軒
輊
有
ら
ず
。
救
恤
の
法
、
乃
ち
権
衡
を
失
す
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。）
　
又
云
、
若
噴
火
之
災
、
事
出
急
遽
、
殆
有
不
可
以
人
力
防
者
。
洪
水
則
防
禦
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非
無
術
。
聞
揖
斐
川
堤
防
之
修
繕
、
督
工
事
者
、
遷
延
彌
日
、
遂
致
潰
裂
之
禍
。
果
然
。
一
人
之
怠
惰
、
使
數
萬
人
泣
凍
餒
。
其
人
可
憎
。
而
在
牧
民
之
職
者
、
亦
不
可
謂
無
責
。（
又
云
ふ
、
噴
火
の
災
の
ご
と
き
は
、
事
の
急
遽
に
出
で
て
、
殆
ど
人
力
を
以
て
防
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
洪
水
と
な
れ
ば
則
ち
防
禦
す
る
に
術
無
き
に
非
ず
。
聞
く
な
ら
く
、
揖
斐
川
堤
防
の
修
繕
、
工
事
を
督
す
る
者
、
遷
延
す
る
こ
と
日
を
弥わた
り
、
遂
に
潰
裂
の
禍
ひ
を
致
す
と
。
果
し
て
然
る
や
。
一
人
の
怠
惰
、
数
万
人
を
し
て
凍
餒
に
泣
か
し
む
。
其
の
人
憎
む
べ
し
。
而
も
牧
民
の
職
に
在
る
者
も
、
亦
た
責
無
し
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。）
　
本
詩
の
形
式
は
七
言
古
詩
、
韻
字
は
盆
（
上
平
十
三
元
）
眠
・
川
・
前
（
下
平
一
先
）、
酸
（
上
平
十
四
寒
）、
奔
（
上
平
十
三
元
）、
干
（
上
平
十
四
寒
）、
全
（
下
平
一
先
）、
翻
（
上
平
十
三
元
）、
懸
・
顛
（
下
平
一
先
）、
存
（
上
平
十
三
元
）、
纏
・
淵
・
辺
・
憐
・
千
・
年
・
銭
（
下
平
一
先
）
で
、
上
平
十
三
元
、
上
平
十
四
寒
、
下
平
一
先
は
ど
れ
も
真
部
で
古
詩
で
は
通
押
す
る
韻
目
で
あ
る
。
一
韻
到
底
と
な
っ
て
い
る
。
　
詩
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
句
目
か
ら
四
句
目
に
か
け
て
、
雨
が
降
り
続
い
て
堤
防
が
決
壊
す
る
ま
で
の
様
子
を
描
写
し
、
続
く
五
句
目
か
ら
二
十
八
句
目
に
か
け
て
は
被
害
の
様
子
を
生
々
し
く
描
写
し
て
い
る
。「
逃
竄
」
は
逃
げ
隠
れ
る
こ
と
。「
蕩
蕩
」「
滔
天
」「
懷
山
襄
陵
」
と
い
っ
た
語
は
、
『
書
経
』「
堯
典
」
に
洪
水
の
こ
と
を
述
べ
る
語
と
し
て
「
湯
湯
た
る
洪
水
方
に
割そこ
なふ
。
蕩
蕩
と
し
て
山
を
懐
ね
陵
を
襄のぼ
り
、
浩
浩
と
し
て
天
に
滔はびこり
、
下
民
其
れ
咨
く
」
と
あ
る
の
を
典
拠
と
す
る
。「
庖
厨
」
は
台
所
を
い
い
、「
圂
圊
」
は
便
所
を
い
う
。
十
四
句
目
は
、
新
聞
掲
載
時
に
は
「
皆
言
ふ 
此
の
処
の
尤
も
安
全
な
り
と
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
詩
董
狐
』
掲
載
時
に
は
「
争いかでか
高
所
に
従
ひ
て 
安
全
を
求
め
ん
や
」
と
、
次
の
家
屋
が
流
さ
れ
る
描
写
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
反
語
で
そ
の
安
全
が
実
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
詩
句
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
十
七
句
目
の
「
上
崖
樹
」
は
こ
の
部
分
だ
け
を
見
る
と
訓
読
に
迷
う
が
、
十
八
句
目
と
合
わ
せ
て
対
句
と
し
て
取
る
こ
と
で
「
上
崖
に
樹
つ
」
と
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、
語
順
が
「
樹
上
崖
」
と
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
押
韻
平
仄
の
都
合
に
よ
る
。「
手
堪
掬
」
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
宣
公
十
二
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
大
敗
を
喫
し
た
晋
軍
が
、
人
数
に
対
し
て
少
な
い
船
で
黄
河
を
渡
っ
て
逃
げ
る
際
、
先
に
船
に
乗
っ
た
兵
た
ち
は
転
覆
を
防
ぐ
た
め
に
、
後
か
ら
船
に
乗
り
込
も
う
と
船
べ
り
に
し
が
み
つ
い
た
同
僚
の
兵
た
ち
の
指
を
切
り
落
と
し
て
逃
げ
た
。
こ
の
と
き
切
り
落
と
し
て
船
に
残
さ
れ
た
指
が
掬
え
る
ほ
ど
大
量
に
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
「
舟
中
の
指
、
掬
す
べ
き
な
り
（
舟
中
之
指
可
掬
也
）」
の
語
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
助
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ず
に
水
死
体
と
な
っ
た
被
災
者
の
多
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
典
故
に
重
ね
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、『
春
秋
左
氏
伝
』
で
は
「
指
可
掬
」
だ
っ
た
の
が
平
仄
の
関
係
で
「
手
堪
掬
」
に
変
化
し
て
い
る
。
平
声
の
「
堪
」
は
仄
声
の
「
可
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
桑
田
変
成
海
」
は
『
神
仙
伝
』
巻
七
「
麻
姑
」
で
、
仙
女
で
あ
る
麻
姑
が
、
自
分
が
長
生
き
し
た
こ
と
を
い
う
「
已
に
東
海
の
三
た
び
桑
田
と
な
る
を
見
る
」
と
い
う
語
を
反
転
さ
せ
た
も
の
。
漢
詩
で
は
、『
唐
詩
選
』
に
も
載
る
初
唐
、
劉
希
夷
の
「
白
頭
を
悲
し
む
翁
に
代
は
る
」
に
「
已
に
見
る 
松
柏
摧
か
れ
て
薪
と
国
分
青
厓
評
林
詩
と
正
岡
子
規
の
新
体
詩
（299）1046
為
る
を
、
更
に
聞
く 
桑
田
変
は
り
て
海
と
成
る
を
」
と
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
典
拠
も
世
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
文
字
通
り
、
桑
畑
が
洪
水
に
飲
み
込
ま
れ
て
海
の
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
い
う
語
と
し
て
用
い
て
い
る
。「
飛
甍
」
は
高
い
建
物
を
い
う
。
「
天
守
閣
」
は
大
垣
城
の
こ
と
を
指
す
か
。
　
そ
し
て
、
二
十
九
句
目
か
ら
三
十
二
句
目
に
か
け
て
は
、「
誰
か
憐
れ
ま
ざ
ら
ん
」、
す
な
わ
ち
誰
が
憐
れ
ま
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
、
と
述
べ
た
う
え
で
、
被
災
者
た
ち
を
憐
れ
ん
だ
人
々
に
よ
っ
て
支
援
活
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。「
凍
餒
」
は
凍
え
、
飢
え
た
人
々
。
水
害
が
起
こ
っ
た
の
は
七
月
な
の
で
実
際
に
寒
さ
に
凍
え
て
い
た
と
は
考
え
難
い
が
、
着
の
身
着
の
ま
ま
逃
げ
出
し
て
生
活
に
困
窮
す
る
大
垣
の
人
々
を
指
す
の
だ
ろ
う
。「
賑
」
は
施
し
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
　
最
後
、
三
十
三
句
目
か
ら
三
十
六
句
目
に
か
け
て
は
、
困
窮
す
る
被
災
者
と
そ
れ
を
憐
れ
む
支
援
者
と
は
対
照
的
に
、
被
災
し
た
地
方
の
庶
民
た
ち
の
窮
状
に
は
目
も
く
れ
ず
、
都
市
で
安
穏
と
遊
び
暮
ら
す
高
位
高
官
を
諷
刺
し
て
い
る
。
「
温
飽
」
は
暖
か
い
服
を
着
て
、
食
事
を
十
分
に
取
れ
て
い
る
こ
と
。
さ
き
の
被
災
者
を
指
し
た
「
凍
餒
」
の
語
と
対
比
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
歉
歳
」
は
穀
物
の
実
り
が
少
な
い
、
凶
作
の
歳
を
い
う
。
庶
民
が
生
活
に
困
る
よ
う
な
年
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
上
流
階
級
に
あ
る
高
位
高
官
た
ち
は
そ
れ
を
気
に
も
留
め
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。「
青
楼
」
は
妓
楼
を
い
う
。
近
世
的
な
遊
廓
は
明
治
五
年
の
娼
妓
解
放
令
に
よ
っ
て
形
式
的
に
は
存
在
し
な
い
も
の
と
な
っ
た
が
、
貸
座
敷
と
い
う
形
で
な
お
存
続
し
た
。
　
ま
た
、
評
部
分
は
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
、
前
半
で
は
磐
梯
山
噴
火
時
の
世
間
の
対
応
と
、
こ
の
洪
水
が
起
き
て
か
ら
の
世
間
の
対
応
に
差
が
あ
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
火
山
の
噴
火
は
数
十
年
、
数
百
年
に
一
度
し
か
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
非
常
に
珍
し
い
災
害
で
あ
っ
た
た
め
に
有
産
者
た
ち
も
恐
れ
を
な
し
て
競
っ
て
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
た
が
、
毎
年
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
水
害
に
関
し
て
は
知
ら
ん
顔
を
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
半
で
は
、
洪
水
は
噴
火
と
は
異
な
り
対
策
の
取
れ
る
災
害
で
あ
る
こ
と
を
言
い
、
そ
の
対
策
を
疎
か
に
し
た
土
地
の
役
人
の
責
任
を
問
う
て
い
る
。
三
．「
水
溢
衣
斐
川
」
の
特
徴
　
こ
こ
で
は
、「
水
溢
衣
斐
川
」
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
一
に
、
本
詩
を
含
む
評
林
詩
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
当
時
の
新
聞
紙
面
や
、
青
厓
が
新
聞
社
で
聞
き
得
た
で
あ
ろ
う
情
報
を
利
用
し
て
書
か
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
ま
ず
は
青
厓
が
本
詩
を
掲
載
し
た
『
東
京
電
報
』
記
事
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
際
に
特
に
参
考
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、『
東
京
電
報
』
八
月
七
日
付
「
大
垣
洪
水
の
惨
状
」
記
事
で
あ
る
。
例
え
ば
、
詩
の
十
一
、
十
二
句
目
の
「
庖
厨 
圂
圊 
弁
ず
べ
か
ら
ず
、
濁
浪 
澎
湃
と
し
て 
欄
干
を
揺
ら
す
」
で
は
家
屋
の
浸
水
被
害
に
つ
い
て
、
十
一
句
目
で
は
通
常
の
家
屋
に
お
い
て
は
一
階
に
置
か
れ
る
台
所
と
便
所
が
浸
水
で
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
1045（300）
て
い
る
こ
と
を
、
十
二
句
目
で
は
お
そ
ら
く
二
階
以
上
の
階
の
欄
干
に
ま
で
水
が
届
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
記
事
の
「
市
中
一
円
水
浸
と
為
り
数
千
の
家
屋
皆
な
水
底
に
浸
さ
れ
」
や
、
市
中
の
最
も
標
高
の
高
い
地
域
で
も
「
床
上
五
寸
以
上
の
浸
水
あ
り
」、
標
高
の
最
も
低
い
地
域
で
は
「
二
階
の
上
に
て
も
五
尺
に
達
し
」
と
い
っ
た
情
報
を
も
と
に
し
て
い
る
よ
う
に
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、「
庖
厨
（
台
所
）」
や
「
圂
圊
（
便
所
）」、「
欄
干
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
語
は
記
事
の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。
新
聞
記
事
で
伝
え
ら
れ
た
被
害
状
況
か
ら
、
さ
ら
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
書
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
程
度
の
一
致
で
当
該
記
事
が
直
接
的
に
利
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
断
言
で
き
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
が
、
当
該
記
事
を
利
用
し
た
と
指
摘
す
る
に
十
分
な
箇
所
も
存
在
す
る
。
そ
れ
が
詩
の
評
の
前
半
、
磐
梯
山
噴
火
と
今
回
の
洪
水
に
対
す
る
世
間
の
反
応
の
差
を
非
難
す
る
箇
所
で
あ
る
。
記
事
に
は
「
此
の
洪
水
は
実
に
以
外
の
大
水
災
に
て
、
其
被
害
の
惨
状
は
水
火
の
別
こ
そ
あ
れ
、
却
て
彼
の
磐
梯
山
噴
火
よ
り
も
甚
だ
し
き
も
の
あ
る
が
如
し
。
然
る
に
各
新
聞
は
左
程
に
書
立
て
ず
官
報
も
亦
詳
細
の
報
道
な
し
。
又
其
筋
に
て
も
賑
恤
の
挙
あ
る
を
聞
か
ず
。
洪
水
は
噴
火
の
如
く
に
震
動
の
響
な
し
と
は
い
へ
余
り
に
権
衡
の
失
し
た
る
こ
と
」
と
あ
り
、
そ
の
論
旨
と
「
権
衡
の
失
し
た
る
」
の
語
が
一
致
す
る
。
　
一
方
で
、
詩
が
掲
載
さ
れ
る
ま
で
の
『
東
京
電
報
』
内
に
は
全
く
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
情
報
も
詩
中
に
は
多
く
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
評
の
後
半
に
は
「
聞
く
な
ら
く
、
揖
斐
川
堤
防
の
修
繕
、
工
事
を
督
す
る
者
、
遷
延
す
る
こ
と
日
を
弥
り
、
遂
に
潰
裂
の
災
い
を
致
す
」
と
、
洪
水
が
起
こ
っ
た
原
因
が
、
修
繕
工
事
監
督
者
が
工
事
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
述
べ
る
箇
所
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
内
容
は
詩
の
掲
載
さ
れ
る
八
月
九
日
ま
で
の
記
事
内
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
九
日
以
降
の
記
事
を
見
て
も
、
こ
の
情
報
が
出
て
く
る
こ
と
は
な
い
。
代
わ
り
に
、『
東
京
電
報
』
八
月
二
十
九
日
付
の
「
洪
水
後
大
垣
の
惨
状
」
記
事
を
見
る
と
、「
元
来
洪
水
の
際
に
は
水
下
の
堤
防
を
決
し
て
其
水
層
を
減
す
こ
と
同
地
方
の
習
慣
法
な
れ
ど
も
右
実
行
権
は
知
事
の
権
内
に
在
る
故
（
往
時
は
藩
主
）
知
事
の
出
張
迄
は
其
事
も
行
は
れ
ず
右
決
行
迄
凡
そ
四
日
間
の
間
あ
り
し
に
て
其
延
引
も
亦
水
害
を
加
た
る
一
因
な
り
と
云
ふ
」
と
あ
る
。
洪
水
の
際
に
は
人
の
手
で
敢
え
て
堤
防
を
切
る
こ
と
で
水
の
勢
い
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
と
い
う
方
策
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
行
権
を
持
つ
知
事
が
な
か
な
か
こ
れ
を
決
行
し
な
か
っ
た
が
た
め
に
被
害
が
拡
大
し
た
と
い
う
の
だ
。
つ
ま
り
、
責
任
者
が
行
動
を
先
送
り
に
し
た
作
業
と
い
う
の
は
、「
堤
防
の
修
繕
」
で
は
な
く
「
堤
防
を
決
」
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
評
に
は
事
実
と
は
異
な
る
情
報
が
書
か
れ
て
い
た
の
だ
）
6
（
。
新
聞
紙
面
に
あ
る
情
報
を
想
像
で
膨
ら
ま
せ
て
得
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
で
も
な
い
た
め
、
こ
れ
は
本
詩
を
製
作
す
る
際
に
、
青
厓
が
「
東
京
電
報
」
紙
面
と
は
別
に
情
報
源
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。
　
で
は
、「
群
鬼
哭
」
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
青
厓
の
情
報
源
と
は
何
か
。
そ
れ
は
『
東
京
電
報
』
の
社
内
で
の
み
共
有
さ
れ
て
い
た
、
非
公
式
の
情
報
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
正
し
い
情
報
の
書
か
れ
た
二
十
九
日
「
洪
水
後
大
垣
の
惨
状
」
記
事
は
、「
廿
三
日
の
晩
景
」
に
大
垣
に
到
着
し
た
社
員
か
ら
の
書
簡
を
も
と
に
し
た
記
事
で
あ
り
、
八
月
九
日
に
詩
を
発
表
し
た
青
厓
は
ま
だ
国
分
青
厓
評
林
詩
と
正
岡
子
規
の
新
体
詩
（301）1044
こ
の
情
報
を
手
に
で
き
て
い
な
い
。
だ
が
、
八
月
五
日
に
評
林
の
連
載
を
開
始
し
て
以
降
は
東
京
電
報
の
社
員
と
し
て
紙
面
製
作
に
多
少
な
り
と
も
関
わ
っ
て
い
た
と
す
る
と
、「
責
任
者
が
工
事
に
着
手
す
る
の
を
延
引
し
た
た
め
に
被
害
が
拡
大
し
た
」
程
度
の
、
記
事
に
は
な
ら
な
か
っ
た
情
報
を
聞
き
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
工
事
と
は
実
際
は
堤
防
を
切
る
措
置
で
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
修
繕
と
誤
っ
て
認
識
し
た
結
果
が
、
当
該
の
評
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
詩
の
中
に
記
事
本
文
と
は
重
な
ら
な
い
箇
所
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
単
な
る
想
像
上
の
内
容
で
は
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
青
厓
の
「
水
溢
衣
斐
川
」
は
、
新
聞
記
事
や
周
辺
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
と
い
っ
た
事
実
、
も
し
く
は
事
実
と
思
し
き
情
報
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
、
き
わ
め
て
叙
事
的
な
性
格
を
持
つ
漢
詩
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
詩
の
終
盤
や
評
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
聞
記
事
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
政
権
へ
の
批
判
を
含
む
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
性
格
は
、
必
ず
し
も
漢
詩
に
し
か
付
与
で
き
な
い
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
新
聞
記
事
だ
け
で
も
十
分
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
本
詩
は
典
故
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
こ
の
詩
を
ひ
と
つ
の
文
学
作
品
と
し
て
成
立
さ
せ
て
い
る
。
青
厓
の
同
年
の
作
に
、
会
津
磐
梯
山
の
噴
火
を
詠
ん
だ
長
編
の
評
林
詩
、「
哭
群
鬼
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
中
国
に
火
山
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
以
上
、
火
山
の
噴
火
に
つ
い
て
の
典
故
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
た
め
、
代
わ
り
に
中
唐
・
韓
愈
の
山
火
事
を
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
「
陸
渾
山
火
、
皇
甫
湜
に
和
し
て
其
の
韻
を
用
ゐ
る
」
が
典
故
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
洪
水
は
古
来
よ
り
ど
の
文
明
圏
に
お
い
て
も
絶
え
る
こ
と
の
な
い
災
害
で
あ
る
。
中
国
も
例
外
で
は
な
く
、
洪
水
に
つ
い
て
の
典
故
は
多
数
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
利
用
し
た
結
果
が
『
書
経
』
の
語
を
用
い
た
洪
水
描
写
で
あ
り
、『
神
仙
伝
』
を
も
と
と
し
た
「
桑
田
変
じ
て
海
と
成
る
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
水
死
体
が
多
か
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
こ
れ
は
洪
水
の
故
事
で
は
な
い
が
『
史
記
』
の
「
舟
中
の
指
掬
す
べ
し
」
の
話
を
連
想
し
、
詠
み
込
ん
で
い
る
。
多
く
の
典
故
が
本
詩
に
は
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
散
文
で
書
か
れ
た
新
聞
記
事
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
典
故
を
用
い
る
こ
と
で
ひ
と
つ
の
文
学
作
品
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
が
、
本
詩
の
特
徴
な
の
で
あ
る
。
四
．
正
岡
子
規
「
洪
水
」
概
要
と
そ
の
特
徴
　
こ
こ
か
ら
は
、洪
水
被
害
に
つ
い
て
詠
じ
ら
れ
た
新
体
詩
、正
岡
子
規
の
「
洪
水
」
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
く
。
子
規
の
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
既
に
池
澤
一
郎
氏
や
田
部
知
季
氏
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る
の
で
、
適
宜
そ
ち
ら
を
参
考
と
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
　
こ
の
作
品
は
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
十
一
月
五
日
の
雑
誌
『
日
本
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
全
五
節
、
二
九
八
行
に
わ
た
る
長
編
の
新
体
詩
で
あ
る
。
非
常
に
長
大
な
作
品
で
あ
る
た
め
全
文
は
掲
載
し
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
私
利
私
欲
に
か
ら
れ
た
人
間
の
引
き
起
こ
し
た
環
境
破
壊
に
よ
っ
て
住
処
を
狭
め
ら
れ
て
い
る
川
の
神
と
山
の
神
が
「
砂
崩
れ
來
て
水
上
は
／
底
淺
く
な
り
、
土
手
を
つ
き
、
／
蛇
籠
並
べ
て
川
裾
1043（302）
は
／
幅
狹
め
つ
ゝ
、
そ
ろ
そ
ろ
と
／
わ
が
領
分
を
く
ひ
へ
ら
す
／
人
間
わ
ざ
こ
そ
小
憎
け
れ
」
な
ど
と
人
間
へ
の
恨
み
つ
ら
み
を
語
り
、
人
間
を
懲
ら
し
め
る
た
め
に
雨
の
神
の
力
を
借
り
る
こ
と
を
決
め
る
。
　
第
二
節
で
は
雨
の
神
を
山
の
神
と
川
の
神
が
饗
応
し
、「
わ
れ
ら
つ
ら
つ
ら
人
間
の
／
し
わ
ざ
を
見
る
に
、
義
を
忘
れ
／
信
を
失
ひ
、
正
し
き
は
／
愚
と
呼
ば
れ
、
富
み
た
る
は
／
さ
か
し
と
言
は
れ
、
利
を
説
く
を
／
學
者
と
名
づ
け
、
利
に
就
く
を
／
才
子
と
稱
へ
、
善
根
も
／
名
を
得
る
が
た
め
、
人
情
も
／
利
を
射
る
が
た
め
、
斯
く
迄
も
／
名
利
に
耽
る
と
も
が
ら
の
／
一
寸
先
は
う
ば
た
ま
の
／
闇
と
殘
し
て
、
目
の
前
の
／
小
利
に
迷
ひ
、
森
を
伐
り
／
川
を
狹
く
し
、
わ
れ
ら
を
ば
／
追
ひ
つ
め
ん
と
ぞ
計
る
な
る
／
憎
さ
も
憎
し
。
今
こ
ゝ
に
／
大
洪
水
を
起
こ
し
つ
ゝ
、
／
慾
に
目
の
無
き
輕
薄
の
／
人
間
ば
ら
を
凝
ら
さ
ん
」
と
、
対
句
的
な
表
現
を
用
い
つ
つ
人
間
を
批
判
し
、
協
力
を
求
め
る
。
雨
の
神
は
「
十
日
も
二
十
日
も
一
月
も
／
雨
の
源
涸
る
ゝ
迄
」
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
を
快
諾
す
る
。
　
第
三
節
で
は
場
面
が
神
々
の
世
界
か
ら
人
間
の
暮
ら
す
世
界
に
移
り
、
激
し
く
雨
が
降
り
続
く
様
子
を
描
写
す
る
。
は
じ
め
は
「
あ
つ
た
ら
今
日
の
商
ひ
を
／
も
と
も
取
ら
ず
に
潰
さ
れ
し
／
い
ま
い
ま
し
さ
よ
、
悔
し
さ
よ
。
／
さ
も
あ
れ
明
日
は
空
晴
れ
て
／
思
ひ
の
外
の
利
も
あ
ら
ん
／
寝
て
果
報
待
つ
今
宵
ぞ
」
と
楽
観
的
に
、
利
益
の
こ
と
ば
か
り
を
気
に
し
て
い
た
人
間
も
、
三
日
た
っ
て
祭
礼
の
日
を
過
ぎ
て
も
降
り
や
ま
な
い
雨
に
不
安
を
覚
え
始
め
、
そ
の
生
活
も
逼
迫
し
た
も
の
と
な
っ
て
ゆ
く
。
　
第
四
節
で
は
、
つ
い
に
堤
防
が
決
壊
、
洪
水
が
発
生
す
る
。
逃
げ
遅
れ
た
母
子
が
救
助
さ
れ
て
避
難
所
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
様
子
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
被
害
の
状
況
を
描
写
す
る
。「
怪
我
し
た
る
人
、
其
親
を
／
失
ひ
し
人
、
い
と
し
子
を
／
流
し
た
る
人
、
そ
れ
そ
れ
に
／
涙
に
く
る
ゝ
あ
は
れ
さ
は
／
い
く
さ
の
害
に
も
劣
ら
じ
な
」
と
、
被
害
の
凄
惨
さ
を
詠
っ
て
い
る
。
　
第
五
部
で
は
神
々
の
世
界
か
ら
も
被
災
者
た
ち
の
暮
ら
し
か
ら
も
離
れ
、
客
観
的
な
立
場
か
ら
政
府
の
防
災
政
策
を
批
判
し
て
い
る
。
は
じ
め
に
義
捐
金
や
補
助
金
と
い
っ
た
手
当
は
あ
く
ま
で
そ
の
場
し
の
ぎ
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、「
又
雨
ふ
ら
ば
來
年
を
／
如
何
に
防
が
ん
。
林
政
は
／
全
く
す
た
れ
、
堤
防
は
／
修
理
至
ら
ず
。
慾
に
驅
ら
れ
／
利
に
使
は
る
ゝ
世
の
人
は
／
明
日
を
計
ら
ず
。
節
を
賣
り
／
賄
を
買
ふ
役
人
は
／
日
雇
の
如
く
責
を
負
は
ず
。
／
歳
に
鉅
萬
の
土
木
費
は
／
一
朝
砂
と
流
れ
去
る
。
／
政
府
惰
眠
を
貪
り
し
／
怠
慢
の
罪
許
し
難
し
。
／
木
の
濫
伐
を
禁
ず
べ
し
。
／
川
の
狹
き
を
廣
く
せ
よ
」
と
、
政
府
の
無
策
を
批
判
し
、
具
体
的
な
政
策
を
提
言
し
て
い
る
）
7
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。
　
本
詩
は
明
ら
か
に
一
つ
の
洪
水
に
題
材
を
と
っ
た
青
厓
詩
と
は
異
な
り
、
特
定
の
洪
水
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
と
の
指
摘
は
見
ら
れ
な
い
。
田
部
氏
も
「
三
陸
沖
地
震
に
伴
う
津
波
を
は
じ
め
、
九
月
頃
に
は
大
雨
に
よ
っ
て
各
地
の
河
川
が
氾
濫
し
て
い
る
。
子
規
の
「
洪
水
」
も
こ
う
し
た
同
時
代
状
況
を
反
映
し
た
作
品
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
）
8
（
。
確
か
に
、
こ
の
詩
に
表
れ
た
情
報
（
秋
に
「
二
十
日
の
月
」
の
登
る
夜
か
ら
雨
が
降
り
始
ま
り
、
そ
こ
か
ら
四
日
以
上
雨
が
降
り
続
く
）
を
す
べ
て
満
た
す
よ
う
な
洪
水
は
管
見
の
限
り
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
特
定
の
洪
水
を
そ
の
ま
ま
描
い
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
子
規
は
そ
の
死
後
、
大
正
十
五
年
に
発
表
さ
れ
た
句
集
『
寒
山
落
木
』
国
分
青
厓
評
林
詩
と
正
岡
子
規
の
新
体
詩
（303）1042
巻
五
、
明
治
二
十
九
年
の
句
を
収
め
る
部
分
で
、
洪
水
を
詠
む
俳
句
「
都
か
な
悲
し
き
秋
を
大
水
見
」
の
詞
書
（
こ
れ
は
子
規
の
句
集
に
見
え
る
詞
書
の
中
で
も
か
な
り
長
い
も
の
で
あ
る
）
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
今
年
は
全
国
大
雨
に
て
洪
水
な
ら
ぬ
処
も
な
き
に
今
は
輦
轂
の
下
さ
え
寝
耳
に
水
の
騒
ぎ
は
向
島
一
面
海
の
如
く
牛
の
御
前
に
避
難
所
を
搆
へ
て
さ
な
が
ら
戦
時
の
有
様
な
り
と
聞
く
よ
り
都
下
の
老
幼
わ
れ
先
に
墨
田
堤
に
洪
水
見
ん
と
行
く
を
中
に
も
女
だ
て
ら
し
か
も
紅
粉
白
粉
つ
け
て
出
か
け
た
る
花
な
く
て
何
の
有
様
ぞ
と
見
し
人
の
話
し
か
け
る
も
う
た
て
や
全
国
で
洪
水
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
た
上
で
、「
輦
下
」、
す
な
わ
ち
天
皇
の
居
所
で
あ
る
首
都
東
京
で
も
洪
水
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
被
害
の
様
子
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
京
で
起
こ
っ
た
「
洪
水
」
と
は
、
明
治
二
十
九
年
九
月
十
六
日
深
夜
に
東
京
の
関
門
で
あ
る
花
畑
村
六
ツ
木
堤
防
の
決
壊
を
契
機
に
起
こ
っ
た
中
川
の
洪
水
を
指
す
。
こ
の
洪
水
で
は
隅
田
川
東
岸
の
一
帯
が
浸
水
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
）
9
（
。
文
中
の
「
牛
の
御
前
」
は
牛
嶋
神
社
を
指
す
も
の
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
前
書
き
が
付
さ
れ
た
俳
句
の
初
出
は
、
明
治
三
十
年
一
月
一
日
の
新
聞
『
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
新
体
詩
「
明
治
二
十
九
年
」
二
十
一
篇
で
あ
る
。
明
治
二
十
九
年
に
起
き
た
出
来
事
を
、
七
五
調
の
新
体
詩
で
詠
み
、
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
に
俳
句
を
付
す
と
い
う
形
式
で
詠
ん
だ
も
の
だ
。
こ
の
な
か
に
「
府
下
出
水
」
と
の
題
で
、
以
下
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
　
府
下
出
水
津
波
と
聞
け
ば
す
さ
ま
じ
や
地
震
と
聞
く
も
恐
し
や
。
餘
所
の
哀
れ
と
思
ひ
き
や
寐
耳
に
水
の
た
と
へ
ぐ
さ
中
川
堤
防
防
ぎ
得
ず
泥
水
海
と
溢
れ
來
つ
寺
島
須
崎
一
押
し
に
小
梅
本
所
を
衝
か
ん
と
す
　
都
か
な
悲
し
き
秋
を
大
水
見
俳
句
と
新
体
詩
で
二
度
も
言
及
さ
れ
た
こ
の
洪
水
は
、
若
い
こ
ろ
は
被
災
地
と
な
っ
た
須
崎
の
長
命
寺
に
下
宿
し
た
こ
と
が
あ
り
）
10
（
、
当
時
も
被
災
地
に
ほ
ど
近
い
根
岸
の
子
規
菴
に
住
む
病
床
の
子
規
に
も
、
か
な
り
身
近
な
災
害
と
し
て
体
験
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
メ
デ
ィ
ア
で
知
っ
た
三
陸
の
大
津
波
に
よ
る
被
害
の
様
子
や
、
他
県
の
洪
水
被
害
な
ど
も
、
も
ち
ろ
ん
念
頭
に
は
あ
っ
た
に
違
い
無
い
が
、「
洪
水
」
詩
が
詠
ま
れ
た
際
に
最
も
鮮
明
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
あ
っ
た
の
は
こ
の
中
川
洪
水
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
「
洪
水
」
本
文
中
で
「
さ
し
も
名
だ
た
る
大
寺
の
／
書
院
も
庫
裏
も
明
け
放
ち
、
／
そ
れ
に
余
り
て
庭
先
に
／
筵
敷
き
つ
め
小
屋
を
か
け
／
う
づ
く
ま
り
居
る
数
千
人
、
／
其
か
た
は
ら
に
大
釡
を
／
か
け
並
べ
つ
ゝ
、
焚
き
出
し
の
／
煙
う
づ
ま
く
有
様
は
／
陣
屋
の
中
に
さ
も
似
た
り
。」
と
、
や
た
ら
と
鮮
明
に
描
か
れ
1041（304）
て
い
る
避
難
所
の
描
写
と
、「
牛
の
御
前
に
避
難
所
を
搆
へ
て
さ
な
が
ら
戦
時
の
有
様
な
り
」
と
い
う
子
規
の
詞
書
が
重
な
っ
て
は
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
避
難
所
の
様
子
を
戦
場
に
譬
え
る
の
は
、
子
規
の
日
清
戦
争
従
軍
体
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
五
．
青
厓
「
水
溢
衣
斐
川
」
と
子
規
「
洪
水
」
の
比
較
　
子
規
の
新
体
詩
が
漢
詩
か
ら
多
く
を
学
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
さ
き
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
具
体
的
に
青
厓
の
評
林
詩
と
子
規
の
新
体
詩
を
比
較
（
特
に
共
通
点
に
注
目
）
す
る
こ
と
で
、
子
規
の
新
体
詩
に
「
水
溢
衣
斐
川
」
を
は
じ
め
と
す
る
評
林
詩
が
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
　
ま
ず
、
両
者
の
共
通
点
と
し
て
は
大
き
く
三
つ
の
共
通
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
目
に
は
表
現
上
の
特
徴
と
し
て
、
ど
ち
ら
も
対
句
を
多
用
し
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。
青
厓
の
詩
は
漢
詩
で
あ
る
た
め
、
対
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、「
水
溢
衣
斐
川
」
は
古
詩
で
あ
る
。
律
詩
や
排
律
と
は
異
な
り
、
必
ず
し
も
対
句
を
用
い
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
中
で
も
「
兄
は
弟
妹
を
失
ひ 
父
は
子
を
失
ふ
」
の
よ
う
な
句
中
対
や
、
十
七
、
十
八
句
目
の
「
前
者
」
と
「
後
者
」
の
対
な
ど
、
多
く
の
対
句
を
用
い
る
こ
と
で
詩
の
文
学
性
を
高
め
、
な
お
か
つ
読
む
者
に
そ
の
読
解
の
便
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
子
規
の
「
洪
水
」
詩
を
見
て
も
、
例
え
ば
第
二
節
の
「
正
し
き
は
／
愚
と
呼
ば
れ
、
富
み
た
る
は
／
さ
か
し
と
言
は
れ
」
や
、
第
三
節
の
「
十
二
時
の
鐘
も
の
凄
く
、
／
二
十
日
の
月
は
登
り
け
り
。」
な
ど
の
対
句
的
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。
子
規
が
漢
詩
に
お
け
る
対
句
表
現
を
好
ん
だ
こ
と
は
『
筆
ま
か
勢
』
第
一
編
（
明
治
二
十
二
年
）「
対
句
」
の
章
に
も
「
対
句
は
面
白
き
者
な
り
。
通
例
の
話
に
も
通
例
の
文
章
に
も
相
対
し
て
い
ひ
た
る
句
は
尤
面
白
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）
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（
。
文
中
で
は
対
句
を
「
漢
語
の
専
売
特
許
」
と
称
し
て
い
る
が
、
中
国
語
の
特
性
に
依
る
部
分
が
大
き
い
押
韻
や
平
仄
と
い
っ
た
漢
詩
の
ル
ー
ル
に
比
べ
れ
ば
、
対
句
は
新
体
詩
に
も
取
り
込
み
や
す
い
。
韻
律
面
で
は
漢
詩
に
及
べ
な
い
故
の
、
子
規
の
苦
心
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
　
二
つ
目
は
ど
ち
ら
の
詩
も
一
つ
の
事
件
を
詠
う
、
叙
事
詩
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
だ
。
青
厓
の
「
水
溢
衣
斐
川
」
は
揖
斐
川
洪
水
と
い
う
一
つ
の
事
件
を
扱
い
、
そ
の
被
害
の
様
子
を
詳
細
に
描
写
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
先
ほ
ど
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
叙
事
詩
と
呼
ん
で
良
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
子
規
の
「
洪
水
」
も
、
神
々
の
話
や
洪
水
の
詳
細
な
内
容
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
創
作
こ
そ
混
じ
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
多
く
の
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
明
治
二
十
九
年
（
特
に
中
川
洪
水
）
の
光
景
を
記
す
も
の
と
し
て
は
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
子
規
の
新
体
詩
は
叙
事
詩
と
し
て
の
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
富
士
川
英
郎
氏
は
子
規
の
新
体
詩
を
「
子
規
の
新
体
詩
に
は
、
抒
情
詩
が
少
い
こ
と
を
除
け
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
題
材
を
扱
っ
た
叙
事
詩
が
あ
り
、
政
治
的
・
社
会
的
事
件
を
歌
っ
た
り
、
風
刺
し
た
り
し
て
い
る
時
事
詩
が
あ
り
」
と
評
し
た
）
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（
し
、
近
年
で
は
田
部
氏
が
子
規
の
新
体
詩
が
「
自
然
」
を
詠
み
込
む
「
俳
句
的
」
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
従
国
分
青
厓
評
林
詩
と
正
岡
子
規
の
新
体
詩
（305）1040
来
の
説
を
否
定
し
、
む
し
ろ
「
自
然
」
を
詠
み
込
む
俳
句
で
は
詠
い
切
れ
な
い
「
人
事
」
を
詠
う
た
め
の
媒
体
と
し
て
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、「
洪
水
」
も
そ
の
例
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
）
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（
。
ま
た
、「
洪
水
」
に
関
し
て
も
、
池
澤
氏
が
「
と
て
つ
も
な
く
長
い
新
体
詩
「
洪
水
」
は
漢
詩
な
ら
ば
長
編
と
な
る
は
ず
の
叙
事
詩
へ
の
志
向
を
如
実
に
具
現
化
す
る
試
み
と
し
て
注
目
さ
る
べ
き
も
の
だ
）
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」
と
、
子
規
が
喀
血
後
も
長
編
古
詩
の
よ
う
な
小
説
的
結
構
を
持
つ
韻
文
を
製
作
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
際
に
言
及
し
て
い
る
。
青
厓
の
長
篇
古
詩
「
水
溢
衣
斐
川
」
と
子
規
の
新
体
詩
「
洪
水
」、
ど
ち
ら
の
製
作
時
に
も
叙
事
詩
と
し
て
の
性
格
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
続
い
て
の
共
通
点
は
、
ど
ち
ら
も
時
事
批
評
（
特
に
政
府
や
高
位
高
官
へ
の
批
判
）
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
青
厓
は
洪
水
が
起
き
、
市
民
が
窮
乏
し
て
い
て
も
、
我
知
ら
ず
と
い
っ
た
態
度
を
持
し
て
宴
会
に
興
じ
る
高
位
高
官
を
詩
中
で
批
判
し
、
さ
ら
に
評
の
文
中
で
は
堤
防
修
繕
を
延
引
し
、
被
害
の
拡
大
を
招
い
た
一
役
人
を
批
判
し
て
い
る
。
一
方
子
規
は
、
第
五
節
で
対
症
療
法
的
な
支
援
し
か
行
わ
ず
、
洪
水
対
策
を
疎
か
に
す
る
政
府
の
姿
勢
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
神
々
が
洪
水
を
起
こ
し
た
原
因
は
、
欲
に
駆
ら
れ
た
人
間
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
環
境
破
壊
で
あ
る
と
も
し
て
い
る
た
め
、
政
府
や
高
位
高
官
に
限
ら
ず
、
広
く
世
道
人
心
の
乱
れ
を
批
判
し
て
も
い
る
。
　
国
分
青
厓
の
評
林
詩
が
時
事
批
評
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
改
め
て
述
べ
る
べ
く
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
『
詩
経
』
が
民
衆
の
政
治
に
対
す
る
賛
美
や
不
満
を
掬
い
上
げ
る
た
め
に
収
集
、
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
よ
り
漢
詩
は
諷
刺
の
役
割
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
『
詩
董
狐
』
の
序
に
は
、
そ
の
『
詩
経
』
か
ら
、
亡
命
す
る
人
の
様
子
を
詠
っ
た
「
北
風
」、
徴
税
人
を
大
き
な
鼠
に
譬
え
て
農
民
の
苦
し
み
を
詠
う
「
碩
鼠
」
を
は
じ
め
と
し
た
、
当
時
の
社
会
状
況
を
諷
刺
す
る
よ
う
な
詩
の
一
節
が
、
序
文
の
代
わ
り
と
し
て
羅
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
青
厓
自
身
も
少
な
く
と
も
『
詩
菫
狐
』
出
版
当
時
に
は
、
評
林
詩
を
『
詩
経
』
以
来
の
諷
刺
詩
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
時
事
批
評
、
諷
刺
の
詩
と
し
て
は
白
居
易
の
「
新
楽
府
」
も
代
表
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
合
山
林
太
郎
氏
が
「
批
評
を
詩
の
内
奥
と
す
る
作
品
は
、
漢
詩
の
世
界
に
お
い
て
は
珍
し
く
な
い
。
政
治
批
判
を
詠
詩
の
内
容
と
し
て
多
く
含
む
も
の
と
し
て
は
、
白
居
易
の
「
新
楽
府
」
が
あ
り
、（
中
略
）
と
く
に
「
評
林
」
の
詩
が
、
詩
句
中
の
三
字
を
取
っ
て
題
と
し
て
い
る
の
は
、「
新
楽
府
」
に
倣
っ
た
も
の
と
い
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
）
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。「
水
溢
衣
斐
川
」
詩
も
新
聞
掲
載
時
こ
そ
三
字
題
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
後
の
『
詩
菫
狐
』
掲
載
時
に
は
題
が
「
変
成
海
」
の
三
字
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
詩
菫
狐
』「
発
凡
三
十
六
則
」
内
に
も
「
香
山
の
新
楽
府
、
美
を
頌
し
て
悪
を
刺
す
。
語
婉
に
し
て
意
深
大
な
り
。
風
人
（
筆
者
注
：
詩
人
の
こ
と
）
の
旨
に
合
す
。
其
の
真
摯
悃
誠
、
時
の
病
を
箴
め
、
政
の
缼
を
補
ふ
。
良
く
百
代
を
鑒
戒
す
る
に
足
る
。
後
の
詩
人
、
其
の
平
易
な
る
を
以
て
斥
し
て
取
ら
ず
。
此
れ
豈
に
共
に
詩
を
談
ず
る
に
足
り
ん
や
」
な
ど
、「
新
楽
府
」
を
高
く
評
価
す
る
発
言
が
見
ら
れ
る
。
　
一
方
で
、
子
規
の
時
事
批
評
や
諷
刺
へ
の
意
欲
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
1039（306）
た
だ
ろ
う
か
。
自
ら
が
本
業
と
し
て
認
識
し
て
い
た
も
の
も
、
日
本
新
聞
社
を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
の
人
々
が
子
規
に
期
待
し
て
い
た
も
の
も
、
政
論
を
か
た
ち
づ
く
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
い
う
よ
り
は
、
文
学
の
実
作
者
、
批
評
家
と
し
て
の
役
割
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
明
治
二
十
八
年
の
記
者
と
し
て
の
日
清
戦
争
従
軍
経
験
）
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や
、
日
本
新
聞
社
の
陸
羯
南
を
筆
頭
と
す
る
名
だ
た
る
論
客
と
の
交
流
を
通
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
人
間
と
し
て
の
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
青
厓
の
評
林
詩
を
身
近
に
読
ん
で
い
た
た
め
に
、
韻
文
で
の
時
事
諷
刺
に
対
す
る
意
欲
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
子
規
も
青
厓
と
同
じ
く
白
居
易
の
「
新
楽
府
」
を
受
容
し
、
そ
れ
を
模
し
た
漢
詩
を
製
作
し
て
い
た
こ
と
が
既
に
池
澤
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
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。
子
規
の
新
楽
府
を
模
し
た
詩
の
中
で
も
、
明
治
二
十
四
年
に
作
ら
れ
た
「
天
女
落
」、「
櫻
花
開
」
の
二
首
）
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は
、「
洪
水
」
に
先
立
っ
て
「
天
女
」
や
「
仙
女
」
と
い
っ
た
神
性
を
持
つ
存
在
が
主
人
公
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
時
事
批
評
を
行
わ
ん
と
す
る
意
識
は
、「
自
然
」
を
詠
う
こ
と
を
自
ら
旨
と
し
た
俳
句
に
表
れ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
古
く
か
ら
諷
刺
を
事
と
す
る
漢
詩
で
時
事
批
評
を
行
お
う
に
も
、
既
に
あ
ま
り
に
も
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
国
分
青
厓
と
い
う
大
家
が
存
在
し
た
。
新
体
詩
と
い
う
新
た
な
詩
体
を
試
み
る
に
あ
た
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
れ
が
表
出
す
る
機
会
を
得
、
こ
の
よ
う
な
詩
を
作
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
子
規
の
新
体
詩
「
洪
水
」
は
、
青
厓
の
評
林
詩
「
水
溢
衣
斐
川
」
と
同
様
に
、
叙
事
詩
と
し
て
、
そ
し
て
諷
喩
詩
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
我
が
国
に
お
い
て
は
古
来
よ
り
漢
詩
が
、
特
に
青
厓
「
水
溢
衣
斐
川
」
の
よ
う
な
長
編
の
漢
詩
が
担
っ
て
き
た
役
割
で
あ
っ
た
。
子
規
は
新
体
詩
と
い
う
新
た
な
詩
体
で
、
こ
の
役
目
を
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
子
規
の
漢
詩
製
作
が
な
く
な
っ
た
時
期
と
新
体
詩
を
製
作
し
始
め
る
時
期
が
重
な
る
こ
と
に
も
説
明
が
つ
こ
う
。
　
そ
し
て
、
特
に
明
治
二
十
九
年
冬
か
ら
明
治
三
十
年
春
に
か
け
て
、
子
規
は
社
会
的
な
事
件
を
詠
む
新
体
詩
を
連
続
し
て
作
っ
て
い
る
。「
金
州
雑
詩
」「
洪
水
」「
明
治
二
十
九
年
」「
皇
太
后
陛
下
の
崩
御
遊
ば
さ
れ
た
る
を
い
た
み
た
て
ま
つ
る
」「
子
の
愛
」
の
五
つ
が
そ
れ
に
あ
た
ろ
う
。
こ
れ
以
後
は
、
時
事
的
・
社
会
的
事
件
を
扱
う
新
体
詩
が
見
ら
れ
な
い
。
子
規
に
と
っ
て
、
こ
の
期
間
は
新
体
詩
を
青
厓
評
林
詩
の
よ
う
な
漢
詩
に
代
わ
っ
て
、
叙
事
・
時
事
批
評
の
役
割
を
持
つ
韻
文
と
し
て
機
能
さ
せ
る
べ
く
試
み
る
時
期
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。６
．
な
ぜ
子
規
の
新
体
詩
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
か
　
子
規
の
「
洪
水
」
は
、
そ
れ
ま
で
漢
詩
が
担
っ
て
き
た
叙
事
・
諷
刺
の
役
割
を
担
う
べ
き
新
た
な
表
現
方
法
と
し
て
新
体
詩
を
機
能
さ
せ
よ
う
と
す
る
子
規
の
試
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
さ
き
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
こ
の
後
す
ぐ
に
子
規
は
ほ
と
ん
ど
新
体
詩
を
製
作
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
特
に
「
洪
水
」
の
よ
う
な
時
事
を
題
材
と
す
る
長
編
新
体
詩
は
「
子
の
国
分
青
厓
評
林
詩
と
正
岡
子
規
の
新
体
詩
（307）1038
愛
」
の
詠
ま
れ
た
明
治
三
十
年
二
月
以
降
は
全
く
詠
ま
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
青
厓
は
『
東
京
電
報
』
で
評
林
詩
の
連
載
を
始
め
て
以
来
、
後
継
紙
の
『
日
本
』、
そ
し
て
そ
の
後
継
雑
誌
『
日
本
及
日
本
人
』
上
に
お
い
て
、
本
詩
の
発
表
さ
れ
た
明
治
二
十
一
年
か
ら
昭
和
前
期
に
至
る
ま
で
の
非
常
に
長
い
期
間
、
評
林
詩
を
製
作
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
子
規
が
漢
詩
製
作
を
や
め
て
新
体
詩
を
作
り
始
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
今
西
氏
は
「
子
規
の
漢
詩
の
減
退
は
、
我
が
国
に
お
け
る
漢
詩
界
の
衰
退
、
使
命
の
終
了
と
重
な
っ
て
い
る
。
子
規
の
場
合
も
漢
詩
の
将
来
に
見
切
り
を
つ
け
た
も
の
」
で
あ
る
）
19
（
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
子
規
が
漢
詩
を
殆
ど
作
ら
な
く
な
っ
た
明
治
二
十
九
年
ご
ろ
と
い
う
の
は
、
森
槐
南
、
本
田
種
竹
、
国
分
青
厓
と
い
っ
た
旧
星
社
の
面
々
が
皆
存
命
で
詩
壇
を
率
い
て
お
り
、
漢
詩
界
は
衰
退
ど
こ
ろ
か
最
盛
期
と
い
え
る
状
況
で
あ
る
。
明
治
の
文
人
大
町
桂
月
は
、
明
治
二
十
年
代
を
「
漢
詩
全
盛
時
代
）
20
（
」
と
称
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
今
西
氏
の
指
摘
は
当
時
の
漢
詩
壇
の
状
況
を
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
は
言
い
難
く
、
首
肯
し
か
ね
る
。
寧
ろ
池
澤
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
）
21
（
、
大
病
喀
血
の
後
の
衰
弱
し
た
状
態
で
は
、
押
韻
や
平
仄
な
ど
の
規
格
が
厳
密
に
定
め
ら
れ
、
そ
の
構
成
に
長
考
を
要
す
る
漢
詩
を
作
る
気
力
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
身
近
に
漢
詩
文
の
大
家
、
国
分
青
厓
を
見
て
い
た
こ
と
で
、
自
ら
の
漢
詩
人
と
し
て
の
実
力
の
限
界
を
悟
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
漢
詩
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
新
体
詩
に
手
を
伸
ば
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
叙
事
・
諷
刺
と
い
う
同
じ
目
的
を
持
っ
た
詩
で
あ
り
な
が
ら
も
子
規
の
新
体
詩
は
製
作
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
り
、
青
厓
の
評
林
詩
だ
け
が
生
き
残
っ
た
。
こ
の
違
い
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
子
規
が
新
体
詩
を
製
作
し
な
く
な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
栗
田
靖
氏
）
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（
、
田
部
氏
ら
に
よ
っ
て
既
に
以
下
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
子
規
の
目
指
す
叙
事
的
な
新
体
詩
が
、
抒
情
的
な
作
品
が
支
持
さ
れ
、
島
崎
藤
村
『
若
菜
集
』
が
人
気
を
博
し
た
当
時
の
詩
壇
の
潮
流
と
は
か
み
合
わ
な
か
っ
た
点
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
子
規
が
短
歌
革
新
運
動
に
乗
り
出
し
、
新
体
詩
の
優
先
度
が
相
対
的
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
点
で
あ
る
。
新
体
詩
よ
り
も
短
歌
に
光
明
を
見
出
し
た
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
　
こ
こ
に
、
さ
ら
に
以
下
の
要
因
を
指
摘
し
た
い
。
そ
れ
は
漢
詩
が
担
っ
て
い
た
役
割
を
引
き
継
ぎ
、
青
厓
の
評
林
詩
に
取
っ
て
代
わ
る
存
在
と
な
る
に
は
、
新
体
詩
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
に
子
規
が
気
づ
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
通
り
、
青
厓
と
子
規
、
ど
ち
ら
の
詩
の
内
容
も
叙
事
と
諷
刺
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
表
現
の
上
で
は
、
青
厓
が
典
故
を
駆
使
し
て
内
容
に
深
み
を
持
た
せ
た
上
で
、
押
韻
や
平
仄
と
い
っ
た
漢
詩
の
規
格
を
守
っ
た
韻
文
と
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
に
対
し
、
子
規
は
対
句
こ
そ
用
い
て
い
る
も
の
の
、
単
に
事
実
を
述
べ
た
だ
け
の
散
文
と
大
差
な
い
作
品
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
特
に
「
洪
水
」
の
第
五
節
で
政
府
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
箇
所
な
ど
は
、
田
部
氏
も
「
詩
想
の
み
な
ら
ず
用
語
や
措
辞
の
上
で
も
極
め
て
散
文
的
と
い
え
よ
う
。
実
際
改
行
を
取
り
払
え
ば
散
文
と
し
て
大
方
意
味
は
通
る
）
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（
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
時
事
批
評
を
行
う
詩
が
雅
語
の
み
で
詩
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
時
事
批
評
漢
詩
で
名
を
成
し
た
青
厓
で
さ
え
も
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。本
人
に
も
そ
の
自
覚
は
あ
り
、「
評
林
の
詩
、政
治
・
法
律
・
経
済
・
1037（308）
文
学
自
り
、
理
科
・
算
数
・
工
藝
・
農
桑
に
至
る
ま
で
、
網
羅
せ
ざ
る
所
莫
し
。
泰
西
の
事
物
の
如
き
は
往
往
に
し
て
吟
詠
に
入
れ
難
し
。
今
命
名
択
詞
し
、
務
め
て
雅
順
を
期
す
」
と
、『
詩
董
狐
』
の
「
発
凡
三
十
六
則
」
中
で
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
散
文
を
用
い
な
け
れ
ば
伝
わ
り
き
ら
な
い
情
報
が
あ
る
が
ゆ
え
に
「
評
」
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
青
厓
は
漢
詩
文
と
い
う
厳
密
な
押
韻
平
仄
の
規
格
が
存
在
す
る
形
式
を
用
い
た
た
め
に
、
詩
想
こ
そ
世
俗
的
な
れ
ど
、
ひ
と
つ
の
完
成
さ
れ
た
韻
文
と
し
て
評
林
詩
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
こ
れ
は
「
韻
を
廃
し
平
仄
を
廃
し
而
し
て
残
る
所
の
者
は
何
ぞ
。
趣
向
ば
か
り
な
ら
ば
邦
文
に
て
も
言
い
得
べ
し
」（「
文
學
」『
日
本
人
』
第
二
十
八
号
、
明
治
二
十
九
年
十
月
）
と
、
漢
詩
の
韻
文
と
し
て
の
規
格
を
重
要
視
し
、
狂
詩
を
批
判
し
た
子
規
の
立
場
と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
子
規
の
新
体
詩
は
七
五
調
を
用
い
る
な
ど
し
て
韻
文
ら
し
く
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
や
は
り
韻
文
と
し
て
の
完
成
度
は
、
漢
詩
に
匹
敵
す
る
も
の
と
は
な
か
な
か
な
り
得
な
い
。
　
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
子
規
が
強
く
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
が
、
明
治
三
十
年
、
三
月
の
青
厓
の
評
林
詩
集
『
詩
菫
狐
』
出
版
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
多
分
に
広
告
の
意
味
合
い
も
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
子
規
は
『
詩
菫
狐
』
出
版
後
ま
も
な
い
三
月
二
十
二
日
付
の
『
日
本
』
紙
上
に
書
評
「
詩
菫
狐
を
讀
む
」
を
発
表
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
夫
れ
評
林
な
る
者
は
材
料
を
時
事
に
取
り
遣
る
に
韻
語
を
以
て
す
る
者
な
り
。
故
に
材
料
は
殆
ど
皆
俗
な
り
野
な
り
汚
な
り
醜
な
り
。（
中
略
）
一
方
よ
り
見
れ
ば
趣
向
俗
な
る
者
到
底
何
程
の
修
飾
を
加
ふ
る
と
も
面
白
か
る
べ
き
に
非
ず
、
而
し
て
一
方
よ
り
見
れ
ば
俗
な
る
趣
向
を
修
飾
す
る
に
は
其
の
俗
な
れ
ば
俗
な
る
だ
け
修
飾
の
技
倆
を
要
す
る
こ
と
多
し
。
評
林
に
於
て
見
る
べ
き
所
実
に
此
処
に
在
り
。
詩
人
の
多
き
政
治
家
の
多
き
、
し
か
も
這
般
の
時
事
問
題
を
取
り
て
一
々
に
之
を
詩
ら
し
く
し
韻
文
ら
し
く
す
る
者
青
厓
を
除
い
て
他
に
誰
か
あ
る
。
真
個
評
林
は
青
厓
の
独
擅
に
属
し
人
々
の
門
戸
を
窺
ふ
を
許
さ
ず
。
　
子
規
は
青
厓
と
同
じ
く
時
事
批
評
を
旨
と
す
る
新
体
詩
を
「
洪
水
」
等
で
試
み
た
後
に
、「
時
事
問
題
を
取
り
て
一
々
に
之
を
詩
ら
し
く
し
韻
文
ら
し
く
す
る
者
」
が
青
厓
の
み
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
詩
菫
狐
を
讀
む
」
発
表
後
の
子
規
は
、
時
事
批
評
の
新
体
詩
を
作
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
『
詩
菫
狐
』
の
出
版
が
、
子
規
が
新
体
詩
で
の
時
事
批
評
を
断
念
し
た
大
き
な
き
っ
か
け
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
勿
論
同
僚
と
し
て
働
い
て
い
る
以
上
、
こ
の
書
評
以
前
か
ら
青
厓
の
評
林
詩
を
読
ん
で
は
い
た
だ
ろ
う
し
、
意
識
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
新
体
詩
で
時
事
批
評
を
試
み
も
し
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、『
詩
菫
狐
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
子
規
が
入
社
し
た
明
治
二
十
五
年
以
前
の
評
林
詩
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
自
身
の
発
表
し
た
ば
か
り
の
新
体
詩
と
テ
ー
マ
を
同
じ
く
し
な
が
ら
も
、
韻
文
と
し
て
十
分
に
成
立
し
て
い
る
「
水
溢
衣
斐
川
（
変
成
海
）」
を
見
た
の
も
こ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
評
林
の
漢
詩
と
自
ら
の
新
体
詩
を
比
較
し
た
う
え
で
、
国
分
青
厓
評
林
詩
と
正
岡
子
規
の
新
体
詩
（309）1036
時
事
批
評
と
い
う
分
野
に
お
い
て
は
青
厓
の
漢
詩
に
敵
わ
な
い
こ
と
を
悟
り
、
他
の
道
を
模
索
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
７
．
ま
と
め
　
国
分
青
厓
の
評
林
詩
「
水
溢
衣
斐
川
」
と
正
岡
子
規
の
新
体
詩
「
洪
水
」
は
、
ど
ち
ら
も
当
時
実
際
に
起
こ
っ
た
洪
水
を
題
材
と
し
、
政
府
や
世
相
批
判
を
備
え
た
、
叙
事
・
諷
刺
の
詩
で
あ
る
。
そ
し
て
、
子
規
が
新
体
詩
で
叙
事
・
諷
刺
を
行
お
う
と
し
た
の
に
は
、
そ
れ
ま
で
漢
詩
が
担
っ
て
い
た
役
割
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
、
新
体
詩
を
機
能
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
識
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
、
子
規
の
新
体
詩
に
よ
る
時
事
批
評
の
試
み
は
わ
ず
か
の
間
に
終
了
し
、
一
方
で
青
厓
の
評
林
詩
は
そ
の
後
も
長
く
支
持
さ
れ
続
け
た
。
そ
の
差
は
詩
体
で
あ
っ
た
。
韻
文
で
時
事
批
評
を
行
う
際
、
詩
想
や
詩
語
が
俗
な
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
、
内
容
も
散
文
的
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
欠
点
は
避
け
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
子
規
は
韻
文
と
し
て
の
体
裁
を
保
ち
つ
つ
こ
の
欠
点
を
補
お
う
と
試
み
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
ま
た
、
叙
事
や
諷
刺
を
新
体
詩
で
行
う
の
は
、
島
崎
藤
村
『
若
菜
集
』
の
よ
う
な
抒
情
詩
が
支
持
を
受
け
る
新
体
詩
壇
の
中
で
は
理
解
さ
れ
な
い
も
の
で
も
あ
っ
た
。
一
方
で
、
青
厓
は
漢
詩
と
い
う
押
韻
や
平
仄
と
い
う
規
格
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
表
現
形
式
を
用
い
、
な
お
か
つ
自
身
が
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
に
十
分
な
技
倆
を
有
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
評
林
を
文
学
の
一
形
態
と
し
て
生
き
な
が
ら
え
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
そ
の
評
林
詩
集
で
あ
る
『
詩
菫
狐
』
が
出
版
さ
れ
、
そ
れ
を
読
ん
だ
こ
と
こ
そ
が
、
子
規
が
新
体
詩
を
以
て
時
事
批
評
を
行
い
、
漢
詩
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
す
る
試
み
を
断
念
す
る
最
大
の
理
由
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
注
（
1
）　
渡
部
勝
己
「
正
岡
子
規
「
岐
蘇
雑
詩
三
十
首
」
の
初
案
に
つ
い
て
」、『
愛
媛
大
学
紀
要
』
第
一
部
、
第
十
三
巻
│
Ａ
（
愛
媛
大
学
、
一
九
六
七
年
）。
　
　
　
加
藤
国
安
『
漢
詩
人
子
規
│
│
俳
句
開
眼
の
土
壌
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。
　
　
　
加
藤
国
安
『
子
規
蔵
書
と
『
漢
詩
稿
』
研
究
│
│
近
代
俳
句
成
立
の
過
程
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。
（
2
）　
今
西
幹
一
「
正
岡
子
規
の
新
体
詩
（
一
）
│
│
新
体
詩
の
一
水
脈
│
│
」『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
四
九
号
（
二
松
学
舎
大
学
人
文
学
会
、
一
九
九
二
年
）。
（
3
）　
池
澤
一
郎
「
正
岡
子
規
の
漢
詩
の
小
説
的
結
構
と
「
写
実
性
」
に
つ
い
て
『
国
文
学
研
究
』
一
八
〇
号
（
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
一
六
年
）。
（
4
）　
国
会
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
参
照
。
以
後
『
東
京
電
報
』
紙
面
は
全
て
同
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
参
照
し
た
。
（
5
）　
『
東
京
電
報
』
掲
載
時
の
本
文
と
『
詩
董
狐
』
掲
載
時
と
の
異
同
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
・
詩
題
　
　
　
「
水
溢
衣
斐
川
」
↓
「
變
成
海
（
変
じ
て
海
と
成
る
）」
　
　
・
本
文
　
　
　
９　
「
滔
天
至
」
↓
「
滔
天
起
（
天
に
滔
り
て
起
こ
り
）」
　
　
　
11　
「
不
可
別
」
↓
「
不
可
辨
（
弁
ず
べ
か
ら
ず
）」
　
　
　
12　
  「
忽
見
濁
浪
涵
欄
干
」
↓
「
濁
浪
澎
湃
搖
欄
干
（
濁
浪 
澎
湃
と
し
て 
欄
干
を
揺
ら
す
）」
　
　
　
13　
  「
倉
皇
避
水
攀
屋
上
」
↓
「
欲
避
不
得
攀
屋
上
（
避
け
ん
と
欲
す
れ
ど
も 
屋
上
に
攀
づ
を
得
ず
）」
1035（310）
　
　
　
14　
  「
皆
言
此
處
尤
安
全
」
↓
「
爭
從
高
處
求
安
全
（
争
か
高
所
に
従
ひ
て 
安
全
を
求
め
ん
や
）」
　
　
　
24　
「
百
重
千
匝
」
↓
「
百
重
千
重
」
　
　
　
26　
「
崇
嶺
」
↓
「
丘
岳
」
　
　
　
27　
「
僅
露
」
↓
「
僅
認
（
僅
か
に
認
む
）」
　
　
　
34　
「
豊
年
」
↓
「
凶
年
」
　
　
　
36　
「
宴
飮
」
↓
「
讌
飮
」
　
　
・
評
部
分
　
　
　
「
天
震
地
踔
」
↓
「
天
跳
地
踔
（
天
跳
ね
地
踔
り
）」
　
　
　
「
然
自
災
害
之
大
而
言
」
↓
「
然
言
災
害
之
大
（
然
る
に
災
害
の
大
な
る
を
言
ふ
は
）」
（
6
）　
た
だ
し
、「
堤
防
を
決
す
る
」
と
書
く
と
、
そ
れ
が
洪
水
の
被
害
軽
減
を
目
的
と
し
た
作
業
で
あ
る
こ
と
が
評
の
短
い
文
章
で
は
読
者
に
伝
わ
り
づ
ら
い
た
め
、
便
宜
的
に
「
修
繕
」
と
書
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
（
7
）　
こ
の
よ
う
な
都
市
政
策
論
は
、
幸
田
露
伴
の
『
一
国
の
首
都
』（
明
治
三
十
二
年
）
が
端
緒
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
子
規
の
「
洪
水
」
は
明
治
二
十
九
年
の
作
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
先
ん
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
幾
許
か
の
影
響
関
係
が
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ず
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
（
8
）　
田
部
知
季
「
正
岡
子
規
と
新
体
詩
│
│
俳
句
と
散
文
の
あ
い
だ
で
│
│
」『
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
62
輯
（
早
稲
田
大
学
、
二
〇
一
七
年
）
（
9
）　
『
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
九
年
九
月
十
八
日
付
記
事
参
照
。
（
10
）　
正
岡
子
規
「
筆
ま
か
せ
」
第
一
編
、
明
治
二
十
二
年
「
下
宿
が
へ
」
の
項
に
、「
二
十
一
年
夏
向
嶋
須
崎
村
（
今
は
本
所
区
に
な
れ
り
）
に
寓
す
る
三
ヶ
月
」
と
あ
り
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　
明
治
編
27　
正
岡
子
規
集
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
の
注
に
は
「
七
月
一
日
ご
ろ
、
長
命
寺
境
内
に
あ
る
桜
餅
屋
・
月
香
楼
（
南
葛
飾
軍
須
崎
村
二
十
二
番
地
山
本
方
）
に
仮
寓
し
、
七
・
八
・
九
月
を
過
ご
し
た
。」
と
あ
る
。
（
11
）　
『
子
規
全
集　
第
十
巻　
初
期
随
筆
』（
講
談
社
、
一
九
七
五
年
）。
（
12
）　
富
士
川
英
郎
「
子
規
の
漢
詩
と
新
体
詩
」『
子
規
全
集
』
第
八
巻
（
講
談
社
、
一
九
八
六
年
）。
（
13
）　
注（
8
）参
照
。
（
14
）　
注（
3
）参
照
。
（
15
）　
合
山
林
太
郎
『
幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
文
の
研
究
』「
第
五
章　
明
治
期
の
時
事
批
評
漢
詩
」（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四
年
）、
七
一
頁
。
（
16
）　
こ
の
と
き
の
経
験
は
新
体
詩
「
金
州
雑
詩
」
と
し
て
明
治
二
十
九
年
十
月
に
『
日
本
人
』
二
十
九
号
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
日
清
戦
争
で
荒
廃
し
た
中
国
の
金
州
の
様
子
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
叙
事
・
諷
刺
の
詩
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
旅
で
の
諸
々
を
詠
う
の
に
「
◯
◯
雑
詩
」
と
題
す
る
の
は
『
唐
詩
選
』
に
収
録
さ
れ
る
杜
甫
の
「
秦
州
雑
詩
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
漢
詩
で
は
一
般
的
な
題
の
つ
け
方
で
あ
る
。
ま
た
、
子
規
の
漢
詩
に
も
「
岐
蘇
雑
詩
」
な
ど
、
同
様
の
題
の
付
け
方
が
な
さ
れ
た
も
の
が
存
在
す
る
。
（
17
）　
注（
3
）参
照
。
子
規
が
白
居
易
の
「
新
楽
府
」
の
文
体
を
模
し
て
作
詩
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
18
）　
正
岡
子
規
『
漢
詩
稿
』（『
子
規
全
集
』
第
八
巻
（
講
談
社
、
一
九
八
六
年
）
所
収
）。
（
19
）　
注（
2
）参
照
。
（
20
）　
木
下
彪
『
明
治
詩
話
』（
文
中
堂
、
一
九
八
三
年
）
の
跋
文
に
よ
る
。
（
21
）　
注（
2
）参
照
。
（
22
）　
栗
田
靖
『
子
規
と
碧
梧
桐
』「
Ⅱ
‐
一　
正
岡
子
規
の
新
体
詩
│
│
俳
句
革
新
か
ら
短
歌
革
新
へ
の
過
程
│
│
」（
双
文
社
出
版
、
一
九
七
九
年
）。
（
23
）　
注（
14
）参
照
。
